






(3)設備投資計画判断











２．景気先行きの懸念材料・期待材料について
(1)景気先行きの懸念材料　（上位10項目）

（複数回答）

(2)景気先行きの期待材料　（上位10項目）
（複数回答）

▶　「新型コロナ収束」への期待が、前回より回答数は減少したものの最も多く、次いで
　　「原材料価格の安定」、今回より新たに選択肢に加えた「為替の安定」の他、
　　「個人消費の回復」、「海外の政情安定」に対する期待が上位を占めた。
▶　今回より新たに選択肢に加えた「経済対策の効果発揮」は、約４分の１の企業から期待材料
　　として回答を得た。

▶　「急激な為替変動」を懸念する割合が最も多くなり、次いで「資源原材料の価格変動」、
　　「海外の政情不安」、「部品や資材の調達難」への懸念が上位を占めた。
▶　米国・中国経済の先行き懸念も引き続き大きい。







輸出の増減について

(1)貴社の輸出の増減について（輸出を行う企業のみを対象） (回答社数)

(2)地域別輸出の増減 (回答社数)

原油価格について

(1)2022年度下期の業績予想の前提　原油価格〔通関（ＣＩＦ）〕

　　 （参考）単純平均値　今回：＄101．1　　前回：＄100．1





　　　　　　今回の円安の業績に与える影響について

前回の円安時（2013年初～2015年夏）と比較した今回の円安が業績に与える影響

製造業 非製造業 建設業
メリット 11% 21% 6% 0%

前   回　<　今   回 6% 12% 3% 0%








